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１ はじめに 

 本校は、中学校にあたる前期課程３年間、高等学

校にあたる後期課程３年間の中高一貫教育校である。

中学生と高校生が同じ校舎で学校生活を送っており、

長期的視野に立って教育活動を行っている。心身の

発達が著しい時期であり、日々の指導における責任

の大きさを常に感じている。 

 昨年度より数学部会学習指導法研究委員に選出さ

れ、高等学校教員でありながら前期課程（中学生）

も担当させていただいているという貴重な経験を最

大限生かすため、昨年度は「中高の重複分野におけ

る指導法」について研究をさせていただいた。中高

一貫教育校に勤務する者として、中高の指導の連携

を考えることは中高一貫教育において不可欠である

と考えている。また、高等学校教員としても幅広い

指導ができるようになるため、私自身の資質の向上

にもなると感じている。 

 そこで、昨年度の研究を具体的に掘り下げるため、

今年度は１年生を主に担当していることから、１年

生の内容から後期課程（高等学校）に直接つなげる

ことのできる単元や内容について、どのように指導

をすれば効果的かを考えていきたいと思い、本主題

を設定した。 

 実際のところ、高等学校に直接つながる単元や内

容は多くはない。ただ、ピンポイントの内容であっ

ても、生徒の意欲や関心を引き出すためには効果的

であると確信している。 

 

２ 高等学校につながる中学１年の学習単元 

 本校で使用している教科書は、前期課程では啓林

館の「未来へひろがる 数学」、後期課程では数研出

版の「新編 数学」であるため、それらの教科書で

研究を行った。 

 １年生の学習単元の中で高等学校に直接つなげる

ことのできる単元は、「資料の活用」である。これは

新課程から数学Ⅰに導入された「データの分析」に

つながる単元であり、大学入試センター試験の数学

Ⅰ・Ａでも２年連続で 15点程度出題されている内容

でもあるため、生徒にも「６年生（高校３年生）で

受けるセンター試験に出題される内容である。」と話

をしている。 

 数学Ⅰの「データの分析」に出てくる用語として、

「階級、度数、階級値、最頻値（モード）、中央値（メ

ジアン）、範囲」等に関しては、１年生の教科書で学

習済みである。そのため、数学Ⅰで学習する際は「四

分位数、箱ひげ図、相関係数」を重点的に指導すべ

きであると考えられる。 

 ２年連続でセンター試験に出題されているヒスト

グラムから中央値等の分析をする問題に関しては、

１年生の教科書にも掲載されている内容でもある。

そのため、高等学校やセンター試験にも直接つなが

る内容であることを強調しながら授業を展開してい

きたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 高等学校につながる中学１年の学習内容 

 直接つながる単元は１つしかないのだが、細かな

内容に関してはいくつか挙げられるので考察してい

きたい。 

 

(1) 比例式の利用 

 一次方程式の単元では、方程式とともに比例式も

学習する。教科書の問題では応用例として調味料の

分量が出題されているが、三角比や平面図形におい

ては辺の長さ等を求めるために比の考え方は不可欠
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であるため、図形でも応用できる場面があると指導

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 変域のあるグラフの最大値、最小値の考え方 

（応用） 

 変化と対応の単元において、比例と反比例を学習

する。式の決定やグラフを書かせる基本的な問題が

中心ではあるが、変域のあるグラフの考え方も、応

用例題として教科書に掲載されている。また、比例

の関係において、「比例定数が正であればグラフは右

上がり、負であればグラフは右下がりになる」こと

を学習する。それを応用させた問題として、変域の

あるグラフを書いたり、𝑥 の変域から y の変域を考

えさせたりという応用問題にも取り組ませている。

比例のグラフにおいて、特に比例定数が負のときの

値の変化（𝑥 が増加すると y が減少する）では、グ

ラフの考察が正しくできないと最大値、最小値を導

くことはできない。１年生ではまず比例、反比例で

この考え方を確立させるとともに、「後期課程では、

こういうグラフで最大値、最小値を考えないといけ

ない。」と放物線を例として示し、見通しを持たせて

いる。更には、平成 28年度センター試験では、数学

Ⅰ・Ａの第１問で一次関数が出題された。比例のグ

ラフの考察ができればほぼ解ける問題が出題される

という、１年生にとっても「今の学習を頑張ってい

れば、解ける問題もある！」という意欲が湧き出る

ものであった。応用問題ではあるがそのことを紹介

することで、生徒の目はかなり鋭いものとなってい

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 点と直線の距離 

 平面図形の単元において、「点と直線の距離は、点

と直線上の点を結ぶ線分のうち、もっとも短いもの

の長さである」ことを学習する。１年生の段階では、

その距離は定規で測るしか方法がないのだが、これ

を「後期課程になったら、計算で距離を求められる

ようになる」と提示すると、生徒の目はまた鋭くな

っていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 基本の作図 

 平面図形の作図として、「垂直二等分線」、「角の二

等分線」、「垂線」の３つを学習する。特に三角形に

おいて、「垂直二等分線」の交点は外接円の中心（外

心）、「角の二等分線」の交点は内接円の中心（内心）

になるため、そういう円の存在自体があることを発

見させるとともに、例えば内心においては、三角形

の面積との応用例も提示してやると、図形の見方の

幅が更に広がるのではないかと思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 空間内の平面と直線（応用） 

 空間図形の単元において、空間内の平面と直線の

関係として「同じ直線上にない３点を通る平面は１

つしかない」、「直線 l と平面 P が垂直であることを

確かめるには、(直線 l と平面 P の)交点を通る平面

上の２つの直線と直線 l がそれぞれ垂直であること

を示せばよい」ことを学習する。これは平面ベクト

ルや空間ベクトルに応用できる知識である。１年生

にとっては難しい内容ではあるが、将来的には平面



や空間内の位置を計算によって求めることができた

り（いわゆる位置ベクトル）、それを応用させると立

体の高さを求めることができたりすることを紹介す

る。なかなか理解するのは難しい内容であるが、今

の学習が後期課程になった際にも応用されることを

認識してもらえれば十分と考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ まとめ 

 幅広い教材研究をし、それを授業でどのように指

導しているかという報告の形になってしまい、指導

法の研究とは主旨が異なるものになってしまったか

もしれない。ただ、勤務校の教員の立場としては中

高一貫教育校に勤める者としての責任を十分に果た

すために、また、高等学校教員の立場としては高校

生の指導に当たっての力量を広げるために、中高の

指導分野の研究をすることは意義深いものになると

考える。 

 今後は、中高のつながりを生徒に指導することで

数学への学習意欲を高めるだけではなく、早くから

高等学校にも対応できるような学力を身に付けさせ

ることが課題として挙げられる。そうすれば、紹介

した高等学校の問題が解けたりするようになるかも

しれない。より一層、効果が得られる指導法を研究

していきたい。 
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